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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★トピックス

日工の環境

①　リニア中央新幹線の全線開業8年前倒し

②　整備新幹線に8,000億円の投資（北海道、北陸、九州、長崎ルートの各線路）






2018年3月期 第1四半期
決算実績サマリー
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(百万円）

【売上高】

前期比▲167百万

前期比+130百万

【営業利益】

【経常利益】

【当期純利益】
特別利益として投資有価証券売却益、環境対策引当
金戻入額等を計上したため、当期純利益は増加。

営業外損益は、受取配当金の増加、為替差損がなく
なる等で前年度比39百万改善するが、営業利益の減
益分をカバーできず。前期比▲25百万

売上高 6,436 6,179 ▲ 256

経常利益 187 161 ▲ 25

営業利益 112 48 ▲ 64

当期純利益 124 182 +57

2017年3月期
第1四半期

 2018年3月期
第1四半期

増減
決算のポイント
（前年同期比）

AP：製品は前期比増加したが、サービスは減少。

BP：製品、サービスともに前期比増加。

環境・搬送製品：前期比▲103百万
その他事業：前期比：▲116百万

売上高の減少に加え、原価率が0.9％悪化したため
に減益。

尚、受注残高は中国での受注が増加したため、前期
比増加。

1

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
決算サマリー　若干の減収と多少の増益

売上　64億36百万円　前期比▲3億45百万円　
　　　　APのメンテナンスサービス及び輸出の減少で前期比▲3億16百万円

営業利益 　　1億12百万　前期比+1億円
　　　　　　 　　 ⇒原価率の改善により増益　主な理由は外注費用の改善　
　　　　　　　 　　①　去年に比べて１時間当たりの単価が下がった　
　　　　　　　 　　②　ほとんどが外注となるメンテナンスサービスの売上が減少

経常利益　 　1億87百万円　前期比+60百万円　為替差損▲24百万円　
　　　　　　　 　 ⇒円高/元安：関係会社（日工上海）の売掛金　

当期純利益　1億24百万円　前期比▲10億64百万円　
　　　　　　　　　⇒前期　ベニングホーヘン社の持分売却益

受注残高　 　109億93百万円　前期比▲4億22百万円　
　　　　　　　　　⇒ほぼ前年並みとなる　受注予測を上回る　
　　　　　　　　     四半期で100億円を超える⇒日工では比較的良い水準

★日工の外注加工　⇒４つ
①ものづくり　②設計　③現地建設　④メンテナンスサービス


　　　　　　　



2018年3月期 第1四半期
売上高と営業利益の推移

2,249

30,707

1,832
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34,110

1,629 1,944

32,073 32,717
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
四半期ごとの売上高と営業利益を棒グラフで示している

売上高　昨年と比較　減少　以前と比較　⇒悪くない数字。

営業利益　昨年と比較　改善　
　　　　　　　　① 前期は中国の売掛金の貸引を8千万円ほど計上　
　　　　　　　　② 売上増加による外注のコストを価格転換できず
　　　　　　　
   　　　　　 以前と比較　悪い  
　　　　　　　  ① 製品の売上とメンテナンスの売上との率により利益の割合が変化
                　  （利益率：製品＜メンテナンス）
　　　　　　　
　　　　　　　※グラフの通り　利益水準の低い1Qと3Qの平準化を目標　
　　　　　　　【例】納期を繁忙期であるお盆、お正月から外してもらう。工期の短縮等

★海外の債権回収について
基本：L/C、前受金　例外：中国のみ売掛金(債権回収に苦戦中）




2018年3月期 第1四半期
セグメント別 売上高・営業利益
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（単位：百万円）

▲167 ▲3

(▲ 5.7%) (▲ 2.9%)

+130 +31

(+6.2%) (+28.0%)

▲103 ▲51

(▲ 20.3%) (▲ 67.4%)

▲116 ▲33

(▲ 13.2%) (▲ 60.4%)

全社費用 - - - ▲ 236 ▲ 244 -

▲256 ▲64

(▲ 4.0%) (▲ 57.2%)

前期 当期

6,436 6,179

第1四半期

営業利益

103 100

145113

76 24

前期比

48112

2255

セグメント

その他事業

環境及び搬送
関連事業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

合計

売上高

第1四半期

882 766

2,935 2,768

前期比前期 当期

2,106 2,236

511 407

3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セグメント別　売上高・営業利益の昨年と今年の比較

アスファルトプラント　売上　　　　　製品売上↑　メンテナンス↓　輸出↓　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比▲3億16百万円　29億35百万円　
　　　　　　　　　　　　営業利益　　▲1百万円　前年並み　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期　中国の売掛金の貸引を約8千万円計上　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今期　利益率が悪い　⇒　今後は他社が持たない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付加価値製品の製作で利益率向上を

コンクリートプラント　売上　　　　　製品売上↑　メンテナンス↓　輸出↑　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比+17百万円　21億6百万円
　　　　　　　　　　　　営業利益　　+58百万円　1億13百万円

環境及び搬送　　　売上　　　　　環境製品↓　搬送製品↑　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比+66百万円　5億11百万円
　　　　　　　　　　　　営業利益　　+31百万円　76百万円

その他事業　　　　　売上　　　　　仮設機材↓　土農工具↓　破砕機↑　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比▲1億13百万円
　　　　　　　　　　　　営業利益　　+8百万円　55百万円
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(単位：百万円)

2018年3月期 第1四半期
経常利益 増減要因分析

販管費
の減少

経常利益
▲25

その他営業外
収益の増加
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売上高
の減少

原価率
の悪化

為替差損
の減少
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
経常利益　増減要因分析　⇒　マイナスを赤、プラスを青で表記

①　売上高の減少▲83百万円　　
②　原価率の改善+1億66百万円　
③　販管費+18百万円　
④　前期：為替差益⇒今期：為替差損へ転じた　▲39百万円（人民元建　売掛金）

合計して経常利益　+6千万円　1億87百万円
　



2018年3月期 第1四半期
財政状態の分析
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（単位：百万円）

流 動 資 産 30,764 31,160 +395
現金及び預金▲508
受取手形及び売掛金▲982
たな卸資産+2,015

有 形 固 定 資 産 5,206 5,130 ▲75

無 形 固 定 資 産 331 328 ▲2
投 資 そ の 他 8,673 9,008 +334

44,976 45,627 +651

流 動 負 債 12,494 12,788 +294

固 定 負 債 3,392 3,531 +139

29,089 29,307 +217
当期純利益+182
配当金▲232
その他有価証券評価差額金+312

64.7 64.2 ▲0.4

0.07 0.07 ▲0.00

3,746.35 3,774.39 +28.04

主な変動要因

投資有価証券+339

未払法人税等▲572
未払金+485

１ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 銭 )

資産

負 債

純 資 産 合 計

D/E レ シ オ ( 倍 )

連結貸借対照表 2017年3月期
2018年3月期
第１四半期

自 己 資 本 比 率 (%)

増減

総 資 産 合 計

5

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
財政状態の比較

最大のポイント　純資産の減少　▲14億95百万円　
　　　　　　　　　　主な理由　自己株取得　10億5百万円　
　　　　　　　　　　⇒　５月に　約7％　300万株　自己株買い　
　　　　　　　　　　⇒　自己資本比率　前期比　0.3％↓　65.8円　
　　　　　　　　　　⇒　1株当たり純資産　15.54円↑　696円25銭
　

★　D/Eレシオとは・・・負債資本倍率のこと。
企業財務の健全性（安全性）を見る資料の一つで、企業の資金源泉のうち、
株主資本（Equity）の何倍に当たるかを示す数値。返済義務のある有利子
負債等が、どれだけ返済義務のない株主資本でカバーされているかを示す。
通常、１倍を下回ると財務が安定しているとされる。



各事業セグメント毎の状況

アスファルトプラント関連事業

●セグメントの概要
アスファルトプラントの製造・販売・メンテナンスサービス。

販売先は主に国内の大手道路会社、及び海外各地区道路会社等。

●国内製品の売上高は前期を上回るが、サービスは売上減。

売上は前期を下回るが、営業利益はほぼ横ばい。受注が

好調な中国は、例年同様第1四半期での製品の売上はゼロ。

【NCDP-80MMH（破砕設備）】
静岡県

アスファルト廃材・コンク
リート廃材のどちらを破砕
する事にも高い能力を発揮
し、建屋・局所集塵機・散
水装置等で環境にも十分配
慮した破砕設備となってお
ります。

【NAP.ABD-1000MBA+NRU.
TOPα45-30ADF+AZU120】

福島県
コンパクトな省エネ型プラ
ントでありながら、生産能
力が高く多彩なオーダーに
対応が可能です。全面外装
など環境面にも充分に配慮
しております。
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▲167
(▲ 5.7%)

構成比率 ▲ 0.8%

▲ 3
(▲ 2.9%)

営業利益率 3.5% 3.6% +0.1%

（単位：百万円）

売上高

営業利益

2017年3月期
第1四半期

2018年3月期
第1四半期

前期比
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明は割愛　お手すきの際にご覧ください



各事業セグメント毎の状況

コンクリートプラント関連事業
●製品、サービス共に売上・利益増。

受注残を順調にこなし、売上・利益ともに増加。
●セグメントの概要
コンクリートプラントの製造・販売・メンテナンスサービス及

びコンクリートポンプ車の製造・販売。販売先は主に国内の生

コン工場。

【DASH-H225Evo
3150R-ITBR】

福井県
北陸新幹線工事の生コンク
リート需要に備え工場を新
設し、弊社バチャープラン
トをご採用いただきまし
た。セメント取扱い種類も
増やし多品種のコンクリー
トに対応しています。
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【 DASH-H1672C60
T-ITBR】

千葉県
建築構造部材や土木セグメ
ント等、コンクリート二次
製品の製造設備として新工
場を建設し最新機種ＤＡＳ
Ｈ-Ｈｙｐｅｒミキサを2基
搭載したバッチャープラン
トを採用頂きました。

+130
(+6.2%)

構成比率 +3.5%

+31
(+28.0%)

営業利益率 5.4% 6.5% +1.1%

（単位：百万円）

売上高

営業利益

2017年3月期
第1四半期

2018年3月期
第1四半期

前期比
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各事業セグメント毎の状況

環境及び搬送関連事業

●環境製品、搬送関連事業ともに売上・利益減。

・環境製品は前期同様大型物件なし。

・搬送関連事業は、前期比売上・利益ともに減少。

●セグメントの概要
ベルトコンベヤの製造・販売。空き缶、ペットボトル選別等の

環境関連製品の製造・販売。
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【石炭灰造粒プラント】
福島県

火力発電所で発生する石
炭灰を、道路工事などで
使用する人工地盤材とし
て再利用するための中間
処理施設です。年間約１
２万トンの人工地盤材を
生産する計画となってお
ります。

【リサイクル４
＋SMA60TE20 】
東京都

日工の環境製品『缶ビン
選別圧縮装置リサイクル
４』は、自治体・物流倉
庫・廃棄物処理業者様へ
幅広くご利用いただいて
おります。

▲103
(▲ 20.3%)

構成比率 ▲ 1.4%

▲ 51
(▲ 67.4%)

営業利益率 14.9% 6.1% ▲ 8.8%

2017年3月期
第1四半期

2018年3月期
第1四半期

前期比

売上高

営業利益

（単位：百万円）
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各事業セグメント毎の状況

その他事業

●破砕機が好調に推移。

・仮設機材、土農工具、水門の売上・利益は減少。

・一方で、破砕機の売上・利益は大きく伸長。

●セグメントの概要
仮設機材、ショベル等土農工具、水門、破砕機等の製造

販売。

【タウンガード 脱着式防水板】
東京都

連結子会社日工マシナリー㈱
ゲリラ豪雨等の企業の自然災害
に対するＢＣＰ(事業継続計画)
の一環として、ハザードマップ
に照らして止水高さ600mmにて
出入口13ヶ所に防水板を設置い
たしました。
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【単管ケレン選別システム】
広島県

連結子会社 日工セック㈱
現場から返却された単管パイプ
をケレン研掃し、長さ毎に選別
後、所定のストック架台に搬入
までを自動ラインで行い、各サ
イズ５０本毎にフォークリフト
で取り出せる様にする設備です。

▲116
(▲ 13.2%)

構成比率 ▲ 1.3%

▲ 33
(▲ 60.4%)

営業利益率 6.2% 2.9% ▲ 3.4%

（単位：百万円）

売上高

営業利益

前期比
2018年3月期

第1四半期
2017年3月期

第1四半期

9



2018年3月期 第1四半期
セグメント別利益予想、配当金、設備投資
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（単位：百万円）

通期予想 1Q実績 達成率 通期予想 1Q実績 達成率

1,253 1,400 100 7.1%
(7.6%) (7.9%) (3.6%) -

1,006 900 145 16.1%
(10.8%) (9.8%) (6.5%) -

369 450 24 5.3%
(13.9%) (12.9%) (5.9%) -

417 450 22 4.9%
(10.1%) (11.0%) (2.9%) -

全社費用 - - - - ▲ 1,102 ▲1,100 ▲ 244 22.2%

1,944 2,100 +48 2.3%
(5.9%) (6.1%) (0.8%) -

中間　　　  ※　25.00　　円 中間 25.00  円
期末 30.00 円 期末 30.00  円
年間 55.00 円 年間 55.00  円

※ 株式併合後の金額に置き直して記載しております。

減価償却費
設備投資額
為替レート：US＄
為替レート：EUR

 2017年
3月期

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

16,580 17,700 15.6%2,768

売上高
営業利益

（営業利益率）

合計 32,717 34,500 17.9%

その他事業 4,133 4,100 18.7%

3,500 11.6%

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

9,356 24.3%

2017年3月期 2018年3月期(予想)

2017年3月期(通期実績） 2018年3月期（通期予想）

2018年3月期2018年3月期  2017年
3月期

2,236

407

766

6,179

9,200

１株当たり配当金

環境及び搬送
関連事業

2,647

　　( )のパーセンテージは営業利益率を示しております。

112.19円 111.36円
119.84円 124.20円

482百万円 485百万円
1,261百万円 1,200百万円
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配当金推移
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15円 15円 15円 15円 15円 15円
20円

25円 25円 25円

(予想)

15円 15円 15円 15円

20円 20円

25円 25円

30円 30円

(予想)

▲ 499

124

461

122

881 888

1,348

1,896

1,340

1,500
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▲ 500
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※株式併合後の金額に置き直して記載しております。
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当資料に記載されている将来の見通しなどについては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成されたものです。
当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、商品需給、新技術の進展などにより、今後において業績見通しが変動するな
どのリスクや不確実性を含んでおります。
従いまして、投資判断を決定する場合には、当資料の将来の見通しのみに依拠することは、お控えくださるようお願い申
し上げます。
また、当資料の将来の見通しに関する記述につきましては、法律上その手続きが必要となる場合を除き、事前予告なく変
更する事もありますので、ご了承ください。
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